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序
　
章
　
近
世
仏
教
教
団
組
織
論
の
現
状
と
課
題

第
一
節
　
研
究
史
整
理

第
二
節
　
本
書
の
課
題
と
構
成

第
一
編
　
近
世
延
暦
寺
の
組
織
と
財
政

第
一
章
　
近
世
延
暦
寺
の
組
織
構
造
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じ
め
に

第
一
節
　
延
暦
寺
の
諸
役
職

第
二
節
　「
延
暦
寺
三
院
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次
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三
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節
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寺
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第
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節
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期
の
財
政
状
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第
二
節
　
近
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期
の
財
政
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況
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り
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維
新
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台
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日
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仏
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節
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節
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雲
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衣
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り
に
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章
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寺
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形
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め
に

第
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節
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八
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指
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て

第
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節
　
総
　
　
括

第
二
節
　
課
題
と
展
望

あ
と
が
き

索
　
　
引

【
著
者
略
歴
】
一
九
七
二
年
、
愛
知
県
に
生

ま
れ
る
。
一
九
九
六
年
、
立
命
館
大
学
文
学

部
史
学
科
卒
業
、
二
〇
〇
五
年
、
京
都
府

立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
博
士
（
歴
史
学
）。

現
在
、大
本
山
相
国
寺
寺
史
編
纂
室
研
究
員
、

叡
山
学
院
比
叡
山
文
化
研
究
所
研
究
員
。

著
書
に
、『〈
甲
賀
忍
者
〉
の
実
像
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）、『
近
世
郷
村
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、『
古
都

税
の
証
言
―
京
都
の
寺
院
拝
観
を
め
ぐ
る

問
題
』（
分
担
執
筆
、
京
都
仏
教
会
編
、
丸
善

プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
二
〇
一
七
年
）、『
近
代
化
す

る
金
閣
―
日
本
仏
教
教
団
史
講
義
』（
法
藏

館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

仏
教
教
団
の
本
質
で
あ
る
師
弟
関
係
の
原
理

は
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
統
制
と
競
合
し
な
が

ら
近
世
延
暦
寺
に
息
づ
い
て
い
た
こ
と
を
、

膨
大
な
近
世
延
暦
寺
文
書
を
渉
猟
し
て
論
証

す
る
と
と
も
に
、
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
の

様
相
に
新
た
な
視
点
で
せ
ま
る
。
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